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道の駅かつらで
環境保護イベントを開催

　かわまちづくり推進協議会の主催で、豊かな自然
を守るための環境保護イベント『自然に戻そう！』が、
道の駅かつらにおいて開催されました。
　当日は、町内外から約60名が参加し、河原のごみ
拾いとサケの稚魚放流体験を行いました。参加者は、
那珂川の水質やサケ
の生態について熱心
に説明を聞き、サケ
が那珂川に戻ってく
るよう願いを込めな
がら稚魚を放流しま
した。

　江戸川区との都市交流事業の一環で、『江戸川・城里サーモンプロジェクト
（サケ稚魚放流事業）』を道の駅かつら付近の河川敷において実施しました。
　昨年12月に、江戸川区子ども未来館及び那珂川漁業協同組合の協力により、
参加者はサケの受精卵を家庭に持ち帰りました。里親になった参加者は、故
郷の那珂川に放流するために、ふ化させ、稚魚を飼育してき
ました。
　サーモンプロジェクトは今年で３年目を迎え、当日は、250
名を超える江戸川区民が参加し、数年後に那珂川に戻ってく
るように願いを込めて稚魚を放流しました。
　また、城里町の祭典と題した、猪鍋や猪の焼き肉、地元食
材を使った煮物や炊き込みご飯などの販売ブースが出展され、
会場は大いに賑わいました。

桂小学校で
サケの稚魚放流会を実施

　桂小学校において、サケの稚魚放流会が行われま
した。同校では、那珂川漁業協同組合の協力のもと、
サケの稚魚を卵から育て、放流する事業を長年実施
しています。
　５年生の飼育グループ『チーム鮭』が、約２か月間
にわたり学校内の水槽で稚魚を飼育しました。放流
前の集会では、サケが成長する過程を発表しました。
　桂川に移動して行われた放流会では、学校で飼育
した稚魚のほか、
希望者が自宅で
飼育した稚魚を
放流しました。
児童は、「大きく
なって帰ってき
てね」と声をか
けていました。

江戸川・城里サーモンプロジェクトを実施
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